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仙台市介護保険審議会 地域包括支援センター運営委員会 

（第９期計画期間 第２回会議）議事録 

 

日時：令和６年 10 月 30 日（水）15：00～15：45 

場所：仙台市役所８階 第三委員会室      

 

〈出席者〉 

【委員】 

大内修道委員、鹿野英生委員、狩野クラ子委員、久米大介委員、佐々木心委員、鈴木徳子委員、

高橋順子委員、鶴田弥生委員、橋本治子委員 以上９名、五十音順 

 

【仙台市職員】 

庄子保険高齢部参事兼地域包括ケア推進課長、浅野地域包括ケア推進課認知症対策担当課長、 

小笠原高齢企画課長、大友介護事業支援課長、松本地域包括ケア推進課推進係長、青栁高齢企画

課在宅支援係長、岡崎介護保険課管理係長、千葉介護事業支援課ケアマネジメント指導係長 

 

〈議事等要旨〉 

１ 開会 

 

２ 議事 

⑴ 委員長及び委員長職務代理者の選出 

 ・ 委員長選定まで暫定で事務局が進行 

 ・ 委員長について、仙台市介護保険条例施行規則第２４条第５項の規定により互選とし、

大内委員から、橋本治子委員を委員長に推薦する旨の発言あり →全会一致で決定 

 ・ 委員長職務代理者について、仙台市介護保険条例施行規則第２４条第７項の規定により

橋本委員長が久米委員を指名 →久米委員了承 

・ 会議公開の確認 →異議なし 

・ 議事録署名委員について大内委員に依頼 →大内委員了承 

 

３ 報告 

⑴ 地域包括支援センター運営委員会の概要等について 

庄子保険高齢部参事兼地域包括ケア推進課長から説明 

（資料１－１、資料１－２、資料１－３、資料１－４） 

 

【質疑応答】 

狩野委員： 資料１－２の６ページ「（3）②介護予防自主グループの育成・支援」について、新規

育成グループ数は毎年５、６グループ増えているが、活動グループ総数が減っている

のはなぜか。 
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また、資料１－３の「地域包括支援センター設置運営における収入イメージ図」にお

いて、介護予防教室実施事業及び地域ケア会議の上限が年間 20 回となっているが、こ

の上限数で足りているのか。 

 

庄子参事： １つ目の質問の介護予防自主グループについては、令和３年から５年は新型コロナウ

イルス感染症の影響を受けたことにより、既存の介護予防自主グループの中には運営

に従事する方が減って活動の継続が難しくなったグループや、活動が停滞し新規の参

加者を受け入れられない中で高齢化が進み、担い手が不足してしまったことで、活動

の継続が難しくなったグループもあると聞いている。令和５年５月にコロナウイルス

感染症が５類感染症に移行しているため、令和６年度からは新型コロナウイルス感染

症の影響も減ってくることを期待している。 

２つ目の質問の介護予防教室については、上限である 20 回まで実施しているセンター

もあるが、このほかに現在、資料には記載されていないが、フレイルサポーターとい

うものを育成している。フレイルサポーターと一緒に介護予防の啓発活動をした場合

には委託料を支払うような仕組みを作っており、介護予防教室と並んで育てていきた

いと思っている。また、地域ケア会議については、これまで実施回数がなかなか増加

しなかったが、この３年間で非常に力を入れ、センターによっては７～８回実施する

センターも出てきたことから、今年度から上限を 20 回までに増やしたところである。 

 

鶴田委員： 資料１-２の４ページ「①相談方法別内訳」について、訪問の件数が多いと感じた。こ

ちらについては、基本的には相談がある家族や当事者の方々からの連絡を受けて初め

てお宅に訪問するということなのか、何らかの外部の情報による訪問などいくつかの

方法があっての件数なのか。 

 

庄子参事： 訪問については、おっしゃっていただいた内容の両方がある。相談の電話があり訪問

を行うケースもあるが、市から 70 歳、75 歳、80 歳の方に送付している介護予防啓発

の資料や地域包括支援センターのチラシなどを見て連絡をいただくというのもある。

また、80 歳の方には豊齢力チェックリストを送付しており、これを市に返送いただい

た後、内容を確認し、訪問した方が良いのではないかという方については一定の基準

で地域包括支援センターに訪問を依頼している。そのようなものを合わせての件数と

いうことになる。 

 

鈴木委員： 資料１-２の４ページ「②相談者別内訳」の「その他」というのは、どのような方々な

のか。 

 

庄子参事： 近所の方や銀行などがあるが、詳しい内容については後日連絡させていただきたい。 

 

浅野担当課長： マンションの管理人やコンビニの店員、灯油配達の業者の方など、生活するうえで欠

かせない、様々な機関の方々が「その他」に計上されていると思われる。 
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４ その他 

 

【質疑応答】 

なし 

 

 

５ 閉会 

 

 


